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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
春
を
迎
え
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
12
月
以
降
、
中
国
武
漢

市
か
ら
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
全
世
界
で
感
染
が
拡
大
し
、

日
本
で
も
第
１
例
目
の
感
染
者
の
発
生

か
ら
約
２
年
が
経
過
し
、
２
０
２
１
年

12
月
末
で
の
感
染
者
数
は
174
万
人
、
死

亡
者
数
１
８
３
９
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
医
療
現
場
の
最
前
線
で
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
医
療
従
事
者
す
べ
て
の

皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
11
月
に
南
ア
フ
リ
カ
で

確
認
さ
れ
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
瞬
く
間

に
欧
米
を
中
心
に
世
界
中
に
感
染
拡
大

が
生
じ
、
欧
米
な
ど
で
過
去
最
多
を
更

新
す
る
感
染
爆
発
が
生
じ
ま
し
た
。
日

本
で
も
年
末
か
ら
感
染
者
が
増
加
し
、

沖
縄
、
広
島
、
山
口
と
と
も
に
東
京
、

大
阪
な
ど
の
大
都
市
で
過
去
に
な
い
速

さ
で
感
染
者
の
急
増
が
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
京
都
も
例
外
で
は
な
く
年
明
け
か

ら
感
染
者
の
急
増
が
み
ら
れ
、
い
よ
い

よ
全
国
的
に
感
染
拡
大
の
第
６
波
に
突

入
し
ま
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
デ
ル

タ
株
よ
り
も
重
症
化
リ
ス
ク
が
低
い
と

さ
れ
ま
す
が
、
強
い
感
染
力
に
よ
り
感

染
者
が
増
え
れ
ば
医
療
の
逼
迫
が
生

じ
、
急
速
な
感
染
拡
大
が
続
く
と
医
療

従
事
者
を
含
め
て
暮
ら
し
を
支
え
る

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
出
勤
で

き
な
く
な
り
、
社
会
機
能
の
維
持
が
困

難
と
な
り
ま
す
。
多
数
の
変
異
が
あ
り

不
明
な
点
が
多
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
す

が
、
①
迅
速
な
検
査
体
制
の
維
持
と

重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
人
へ
の
早
期
対

応
、
②
中
等
症
・
重
症
患
者
へ
の
病

床
確
保
、
③
ワ
ク
チ
ン
の
早
急
な
追

加
接
種
、
④
中
和
抗
体
治
療
薬
・
新

規
内
服
薬
の
投
与
体
制
整
備
、
⑤
自

宅
・
宿
泊
施
設
療
養
者
へ
の
き
め
細
か

な
対
応
な
ど
、
感
染
者
が
急
増
す
る
こ

と
を
念
頭
に
お
い
た
診
療
体
制
が
必
要

で
す
。
緊
急
支
援
事
業
補
助
実
施
医
療

機
関
の
収
支
デ
ー
タ
分
析
な
ど
が
提
示

さ
れ
コ
ロ
ナ
対
応
へ
の
補
助
金
が
注
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
に
は
献
身
的
に

コ
ロ
ナ
に
対
応
し
て
い
る
医
療
機
関
等

へ
の
十
分
な
支
援
策
を
引
き
続
き
継
続

し
て
頂
く
こ
と
を
強
く
求
め
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
は
「
良
質
か
つ

適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
体

制
の
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
医
療
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立

し
ま
し
た
。
医
師
の
働
き
方
改
革
が
２

０
２
４
年
に
迫
っ
て
い
る
状
況
で
、
各

医
療
機
関
で
は
勤
務
医
の
正
確
な
労
働

時
間
の
把
握
、
労
働
と
研
鑽
の
区
別
、

当
直
許
可
の
見
直
し
な
ど
多
く
の
課
題

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
最
中
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
医
師
偏
在
や
診
療

科
偏
在
が
是
正
さ
れ
な
い
環
境
下
で
、

勤
勉
な
医
師
達
の
献
身
的
な
努
力
が
医

師
不
足
を
補
っ
て
い
た
感
が
あ
り
ま

す
。
ま
し
て
や
コ
ロ
ナ
危
機
に
対
応
し

た
診
療
体
制
を
継
続
し
な
が
ら
、
医
師

の
働
き
方
改
革
を
進
め
て
行
く
こ
と
の

難
し
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
改
正
医
療

法
に
は“

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療

提
供
体
制
の
確
保
“が
そ
の
骨
子
に
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
は
異
な

る
地
域
事
情
を
抱
え
て
お
り
、
一
律
に

労
働
時
間
を
短
縮
す
る
議
論
が
強
調
さ

れ
る
こ
と
の
危
う
さ
も
感
じ
ま
す
。
一

方
で
過
重
労
働
医
師
に
対
す
る
健
康
配

慮
は
言
う
ま
で
も
な
く
是
正
す
べ
き
課

題
で
す
。
今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ

た
労
働
時
間
管
理
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
／

シ
ェ
ア
と
し
て
の
医
療
事
務
作
業
補
助

者
、
看
護
師
、
薬
剤
師
な
ど
多
く
の
専

門
職
種
の
協
力
、
変
形
労
働
時
間
制
の

導
入
な
ど
、
病
院
が
決
断
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
改
革
が
多
々

待
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
興
感
染
症
が
第
８
次
医
療
計
画
に

組
み
込
ま
れ
よ
う
と
す
る
中
、
地
域
医

療
構
想
の
実
現
に
向
け
て
議
論
が
再
開

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
を
経
験
し
、
重
症
患
者
へ
の
対

応
を
含
め
た
病
床
設
備
や
人
的
資
源
が

不
足
し
た
教
訓
を
活
か
し
、
日
本
に
お

け
る
感
染
症
へ
の
対
応
概
念
を
一
新
し

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
来
医
療
機
能
も
分
化
・
連
携
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

平
時
と
非
常
時
の
医
療
提
供
体
制
の
確

保
を
目
指
し
て
、
公
立
・
私
立
な
ど
設

立
母
体
の
多
様
性
を
超
え
た
前
向
き
な

議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て

も
重
点
課
題
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
や
医
師
の
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
国

に
は
財
源
確
保
の
必
要
性
を
強
く
申
し

上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

新
た
な
令
和
４
年
度
が
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
て
、
会
員
病
院
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
、
社
会

経
済
や
人
々
の
暮
ら
し
が
元
に
戻
っ
て

い
く
希
望
に
満
ち
た
新
時
代
に
な
る
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
。
ま
た
会
員
病
院
の

益
々
の
ご
発
展
と
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
、

ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

〜
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、新
時
代
に
希
望
を
込
め
て
〜

〜
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、新
時
代
に
希
望
を
込
め
て
〜

辰　

巳　

哲　

也

京
都
府
病
院
協
会 

会
長

辰　

巳　

哲　

也

京
都
府
病
院
協
会 

会
長
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令
和
３
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・
救

急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰
の
表
彰
式

が
11
月
８
日（
月
）に
執
り
行
わ
れ
、
京

都
府
病
院
協
会
か
ら
は
保
健
医
療
・
救

急
医
療
の
各
部
門
に
お
い
て
、
個
人
２

名
、
１
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
左
記
の
と
お
り
。
先
生
方
の
受

賞
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
会
か
ら

個
人
２
名
、１
団
体
が
受
賞

令
和
３
年
度

病
院
長
研
修
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

令
和
３
年
度

京
都
府
保
健
医
療
・
救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

令
和
３
年
度

京
都
府
保
健
医
療
・
救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会

尼
　
川
　
龍
　
一
氏

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

個
人
の
部

市
立
福
知
山
市
民
病
院

団
体
の
部

《
保
健
医
療
功
労
》

小
　
林
　
　
　
裕
氏

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

個
人
の
部

《
救
急
医
療
功
労
》

ム
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
医
療
機
関
、
訪

問
看
護
・
介
護
事
業
所
等
を
相
互
に
つ

な
ぐ
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ま
め

ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
、
地

域
医
療
情
報
連
携
や
地
域
包
括
ケ
ア
支

援
、Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ－

19
診
療
に
お
け
る
ま

め
ネ
ッ
ト
利
用
事
例
等
に
つ
い
て
も
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
Ⅱ
で
は
、「
医
師
の
働
き

方
改
革
〜
２
０
２
４
年
４
月
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
と
し
て
社
会
医
療
法
人

　

京
都
府
病
院
協
会
で
は
、
長
引
く

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ－
19
感
染
症
へ
の
対
応
の

た
め
、
毎
年
恒
例
の
病
院
長
研
修
（
現

地
で
の
病
院
視
察
）
が
実
施
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
少
し
で
も
役

立
つ
有
意
義
な
研
修
会
を
提
供
す
る
た

め
に
、
11
月
19
日（
金
）に
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
お
い
て
令
和
３
年
度

病
院
長
研
修
を
開
催
。
島
根
県
立
中
央

病
院　

病
院
長
の
小
阪
真
二
先
生
、
社

会
医
療
法
人
ペ
ガ
サ
ス
馬
場
記
念
病
院

理
事
長
の
馬
場
武
彦
先
生
に
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、医
師
の
働
き
方
改
革
、

タ
ス
ク
シ
フ
ト
に
関
す
る
大
変
貴
重
な

講
演
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

特
別
講
演
Ⅰ
、
島
根
県
立
中
央
病
院

病
院
長　

小
阪
真
二
先
生
か
ら
の
「
島

根
県
立
中
央
病
院
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
〜
業
務
効
率
改
善
IT
に
よ
る
タ
ス

ク
シ
フ
ト
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
島

根
県
立
中
央
病
院
の
統
合
情
報
シ
ス
テ

ペ
ガ
サ
ス
馬
場
記
念
病
院　
理
事
長

馬
場
武
彦
先
生
か
ら
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
ほ
か
、
医
療
機
関
が
課
せ

ら
れ
た
タ
ス
ク
等
に
つ
い
て
解
説
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
宿
日
直

許
可
取
得
が
さ
れ
た
ほ
か
、
推
奨
タ
ス

ク
シ
ェ
ア
・
タ
ス
ク
シ
フ
ト
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
、
今
後
、
大
き
く
進
む
可
能

性
は
あ
る
も
の
の
、
最
も
重
要
な
こ
と

は
医
師
自
身
の
意
識
改
革
で
あ
る
と
の

見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

島根県立中央病院病 院長 小阪真二先生

社会医療法人ペガサス馬場記念病院 理事長 馬場武彦先生
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昨
今
、
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
取
り
ざ
た
さ
れ
、
多
く
の
病
院
で
タ

ス
ク
が
課
さ
れ
、
労
力
が
割
か
れ
て
い

る
現
状
を
考
慮
し
、
京
都
府
病
院
協
会

で
は
、
打
開
策
の
１
つ
と
し
て
看
護
師

特
定
行
為
研
修
を
12
月
17
日（
金
）に
開

催
し
ま
し
た
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
を
実
行
す
る
上

で
、「
医
師
免
許
を
保
有
し
て
い
な
く

と
も
実
施
可
能
な
業
務
」
を
他
職
種
に

移
管
し
、
医
師
は
「
医
師
で
な
け
れ
ば

実
施
で
き
な
い
業
務
」に
特
化
す
る「
タ

ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
の
重
要
性
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、特
に
外
科
術
後
管
理
、

術
中
麻
酔
管
理
、
救
急
領
域
な
ど
の
特

定
行
為
を
実
施
で
き
る
看
護
師
を
育
成

し
、
そ
の
活
動
を
院
内
で
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
、
働
き
方
改
革
の
推
進
や
医

療
の
質
向
上
に
必
要
で
す
。

　

今
回
は
、
国
立
大
学
法
人
滋
賀
医
科

大
学
医
学
部
医
学
科
麻
酔
学
講
座
教
授

で
看
護
師
特
定
行
為
セ
ン
タ
ー
長
の
北

川
裕
利
先
生
を
招
聘
し
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
看
護
師
特
定
行
為
活
動

の
効
果
と
し
て
、
特
定
看
護
師
は
研
修

や
修
了
後
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
身

体
評
価
や
急
変
対
応
に
高
い
実
践
能
力

を
取
得
し
つ
つ
あ
る
と
し
た
上
で
、
研

修
で
得
ら
れ
た
知
識
を
看
護
ス
タ
ッ
フ

教
育
に
活
か
す
こ
と
へ
の
期
待
や
患
者

か
ら
の
医
師
よ
り
も
近
い
存
在
と
し
て

の
看
護
師
で
あ
る
と
の
評
価
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
医
の
多
い
大
学

病
院
で
は
、
日
中
よ
り
夜
間
、
緊
急
時

な
ど
の
人
手
の
少
な
い
時
間
帯
で
の
活

躍
が
期
待
で
き
る
と
の
見
解
も
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
本
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の

で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

「
看
護
師
特
定
行
為
研
修
会
２
０
２
１
」を

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

京
都
府
病
院
協
会
主
催

会　

長　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

副
会
長　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

理　

事　

岩
　
本
　
一
　
秀

（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

池
　
田
　
栄
　
人

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

小
　
野
　
晋
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

梶
　
　
　
龍
　
兒

（
国
立
病
院
機
構 

宇
多
野
病
院
）

理　

事　

黒
　
田
　
啓
　
史

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

小
　
池
　
　
　
薫

（
国
立
病
院
機
構 

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

島
　
崎
　
千
　
尋

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

坪
　
井
　
知
　
正

（
国
立
病
院
機
構 

南
京
都
病
院
）

理　

事　

吉
　
岡
　
隆
　
一

（
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

吉
　
田
　
憲
　
正

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

監　

事　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

監　

事　

香
　
川
　
惠
　
造

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

看護師特定行為センター長
北川裕利先生

　京都府、京都府病院協会ではNPO法人ECMOnetの協力を得て、これまで新型コロナウイルス感染症の
重症例を経験された京都府下の医療機関に勤務する医師、看護師および臨床工学技士等を対象に、新型
コロナウイルス感染症の重症例に対する人工呼吸管理および ECMO 管理の講習会を 8月29日（日）に開催
しました。
　タスクフォースの先生方には、貴重な研修の機会をご提供いただき、誠にありがとうございました。

京都中部医療センター 院長／京都府病院協会 会長　辰　巳　哲　也
京都府立医科大学附属病院集中治療部／日本ECMOnet 理事　橋　本　　　悟

京都市立病院集中治療科 部長　小尾口　邦　彦
広島大学病院高度救急救命センター集中治療部 准教授　大　下　慎一郎
東京都立多摩総合医療センター救急救命センター 医員　濱　口　　　純

済生会宇都宮病院救急集中治療科／日本ECMOnet 理事　小　倉　崇　以

京都府との共催で 「2021年度 リモート
ECMO・人工呼吸講習会」を開催
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　12月22日、令和4年度診療報酬改定率が決定しましたので、その概要をお知らせします。
　診療報酬本体はプラス0.43％となりました。
　このうち、看護の処遇改善と不妊治療の保険適用のための対応にプラス0.4％を充てる一方、リフィル処方箋（反復利用
できる処方箋）の導入によりマイナス0.1％、小児の感染防止対策に係る加算措置（50点）の来年3月末での廃止により
マイナス0.1％とされ、これらを除く改定率はプラス0.23％となります。医科改定率はプラス0.26％。薬価・材料価格は
マイナス1.37％。

　なお、上記のほか、新型コロナ感染拡大により明らかになった課題等に対応するため、良質な医療を効率的に提供する体制の
整備等の観点から、次の項目について、中央社会保険医療協議会での議論も踏まえて、改革を着実に進める。

●医療機能の分化・強化、連携の推進に向けた、提供されている医療機能や患者像の実態に即した、看護配置7対1の入院基本料を
含む入院医療の評価の適正化
●在院日数を含めた医療の標準化に向けた、DPC制度の算定方法の見直し等の更なる包括払いの推進
●医師の働き方改革に係る診療報酬上の措置について実効的な仕組みとなるよう見直し
●外来医療の機能分化・連携に向けた、かかりつけ医機能に係る診療報酬上の措置の実態に即した適切な見直し
●費用対効果を踏まえた後発医薬品の調剤体制に係る評価の見直し
●薬局の収益状況、経営の効率性等も踏まえた多店舗を有する薬局等の評価の適正化
●OTC類似医薬品等の既収載の医薬品の保険給付範囲の見直しなど、薬剤給付の適正化の観点からの湿布薬の処方の適正化

　看護職員の処遇改善については、「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」（令和3年11月19日閣議決定）及び 「公的
価格評価検討委員会中間整理」（令和3年12月21日）を踏まえ、令和4年度診療報酬改定において、地域でコロナ医療など一定
の役割を担う医療機関（注1）に勤務する看護職員を対象に、10月以降収入を3％程度（月額平均12,000円相当）引き上げる
ための処遇改善の仕組み（注2）を創設する。これらの処遇改善に当たっては、介護・障害福祉の処遇改善加算の仕組みを参考に、
予算措置が確実に賃金に反映されるよう、適切な担保措置を講じることとする。

令和4年度診療報酬改定率決定診療報酬本体 プラス0.43％
（看護の処遇改善や不妊治療の保険適用への特例的な対応［プラス0.40％］などを含む）

■看護における処遇改善について■

（注1）救急医療管理加算を算定する救急搬送件数200台／年以上の医療機関及び三次救急を担う医療機関
（注2）看護補助者、理学療法士・作業療法士等のコメディカルの処遇改善にこの処遇改善の収入を充てることができるよう柔軟な運用を認める。

材料価格 ▲0.02％

薬　　価 ※うち、実勢価等改定▲1.44％
※うち、不妊治療の保険適用のための特例的な対応＋0.09 ％

▲1.35％

各科改定率　 医科  ＋0.26％
　　　　　　 歯科  ＋0.29％
　　　　　　 調剤  ＋0.08％

（1）うち、（2）～（5）を除く改定分 ＋0.23％

（症状が安定している患者について、医師の処方により、医療機関に行かずとも、医師及び薬剤師の適切な連携の下、一定
期間内に処方箋を反復利用できる、分割調剤とは異なる実効的な方策を導入することにより、再診の効率化につなげ、その
効果について検証を行う）

（3）うち、リフィル処方箋（反復利用できる処方箋）の導入・活用促進による効率化 ▲0.10％
（2）うち、看護の処遇改善のための特例的な対応 ＋0.20％

（4）うち、不妊治療の保険適用のための特例的な対応 ＋0.20％
（5）うち、小児の感染防止対策に係る加算措置（医科分）の期限到来 ▲0.10％

1．診療報酬（本体）＋0.43％

2．薬価・材料価格 ▲1.37％
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